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２０２５年度第６回定例理事会議事録 
 

第６回定例理事会を下記のとおり開催し、各議事等に係る質疑及びその経過並びに決定

事項等は以下のとおりでした。 

 

記 

 

１ 名 称 ２０２５年度第６回定例理事会 

２ 開催日 ２０２６年２月１７日（火）１１：００～１２：１０ 

３ 場 所 白井市公民センター・１Ｆ会議室 

４ 出席者 □出席者、■欠席者 

 理事・監事 □駒村武夫、□尾籠和彦、□津覇浩一、□栗原光弘、□畠山泰哲、 

■秋山浩輝、■岩渕浩明、■木村光夫、□高橋 誠、□阿部利明、□茂呂和廣、 

□伊藤邦宏、■菅原 正、■鈴木和宏、□岩﨑雄至、□平川昌宏、□野沢浩二、 

□坂本龍悦、■三輪 誠、□上條精久、□永井雅一、■山口裕矢、■大久保恵寿、 

□冨増 達、■朴 松梅、■渡辺康夫、□内田貴之 

幹事 ■木村裕治、■中島健ジョン、■井上範俊、■伊藤 武 

青年部 ■山口裕矢   顧問 ■白山良一、■野水俊夫 

船橋労基協・白井支部長 ■倉持忠勝 

公民センター □朝倉勇治 

事務局 □岡田光一、■梅本真己子、□塚原幸恵 

 

５ 白井市からの説明 

 ・有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ）の調査結果について 

 （出席者） 

  環境課：村田係長、新澤津主査補 

 （内容） 

   白井工業団地内に市が設置している観測用井戸で、暫定指針値の超過が確認され

たＢ２・Ｂ４・Ｂ６の周辺２００メートルの範囲内にある井戸の諸元調査及び水質

調査を実施。調査した井戸で超過が確認された場合は、さらに２００メートル範囲

を拡大し、計８回に渡って採水した。 

   当初は飲用に使用している井戸を優先的に調査していたが、汚染範囲を確認する

ため、民家及び事業者で飲用に使用していない場合でも採水を行い、計９７本の井

戸の調査を実施した。 

   調査結果は、採水した９７本の井戸のうち、２２本の井戸で指針値（５０ng/Ⅼ）

の超過を確認した。 

   令和７年８月に開始した浄水器設置等補助金の実績は、令和８年１月末時点で２

件。 

   今後は、①工業団地の観測用井戸及び指針値の超過が確認された井戸は、次年度

以降も水質調査を実施。また、超過が確認されなかった井戸についても、複数の井

戸を選定したうえで水質調査を実施する。 

   ②汚染の深度方向の確認を行うため、Ｂ６を中心に井戸の深さやストレーナーの

位置等の諸元を情報を得るための調査を実施 

   ③金山落し沿い２００メートルの範囲内にある井戸についても継続してモニタリ

ングを行う。 

   ④浄水器やウォーターサーバーの設置費等の補助を継続し、引き続き安全な飲用
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水の確保を行う。 

 （質疑） 

   Ｑ．自社はＢ４とＢ６の重なっている部分に位置しているが、どう判断すれば良

いか？⇒Ａ．この円は調査範囲を示したもので、円のすべてで超過している

ものではない。 

   Ｑ．環境審議会で原因は何かとの話しが出ているが、原因究明していくことなど

を教えてほしい⇒Ａ．環境省及び千葉県からアドバイスをもらいながら進め

ていきたい。 

   Ｑ．現在の助成以外での対応は考えているのか？ 

     ⇒Ａ．長期的には水道整備、短期的には浄水器等の助成で対応する。 

   Ｑ．水道の整備は相当先のことだと思うが、その間を短期的な対応で進めていく

のか？例えば、水道整備までの間は、新たな井戸の掘削に対して助成するな

どの対応を考えてほしい 

     ⇒Ａ．中期的には井戸の掘削も考える必要がある。併せて補助金も検討して

いく必要がある。 

   Ｑ．従業員から飲んで大丈夫かと聞かれるが、判断がつかない。統一見解があれ

ば教えてほしい⇒Ａ．指針値（５０ng/Ⅼ）以下は大丈夫である。 

   

   詳細は別添資料のとおり 

 

６ 議事事項 

  議長は、次の３議事について、説明を岡田事務局長に求め、岡田事務局長から説明と

提案があり、直ちに、慎重審議した結果、全員一致をもって承認可決された。 

 

第１号議事 ２０２６年度事業計画(案)の件 
 

   別添「事業計画書(案)」のとおりとする。 

   ２０２６年度４月の理事会は、４月２０日（月）に開催するので資料を訂正してい

ただきたい。 

   （前年度との主な変更点） 

    ・２０２５年度に設置した５つの部会の定期的な開催の件 

    ・市への上水道整備の要請については、２０２５年に指針値を超過する有機フッ

素化合物が確認され、水質が悪化していることを強調した件 

・会員間交流を促進するために各種サークル活動の促進の件 

     

第２号議事 ２０２６年度収支予算(案)の件 
 

   別添「収支予算書(案)」のとおりとする。 

   （前年度との主な変更点） 

    ・協議会事務局職員の増員に伴い労務管理レベルの向上及び会員企業への労務に

関する知見共有などを行うための社会保険労務士に係る予算の件 

      ・協議会事務局の就業規則等の抜本的改定 

      ・協議会会報での「事例共有・労務ＦＡＱ（よくある質問）」の掲載など 

・予算額（支出)：３９６，０００円 

 

第３号議事 入会承認の件 
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  以下の入会を承認する。 

   【正会員】 

① 名  称：株式会社ワン・ステップ（本社：船橋市） 

② 代 表 者：代表取締役 里中 昌雄 

③ 所 在 地：白井市河原子３６４－７（第２ブロック） 

④ 業  種：自動車販売、修理、鈑金 

⑤ 従業員数：２６人 

【賛助会員】 

① 名  称：株式会社イッシュウ（本社：柏市） 

② 代 表 者：代表取締役 杉本 匡 

③ 所 在 地：白井市桜台４－７－４（第５ブロック） 

④ 業  種：海外進出支援、ＩＴコンサルティング・システム開発 

⑤ 従業員数：４人 

 

７ 報告事項 

  以下７件について、岡田事務局長及び朝倉公民センター長から説明・報告する 
 

第１号報告 ２０２６年新春賀詞交歓会の開催の件 
     

以下のとおり、来賓及び会員との交流が深められた。 

・開催日時：２０２６年２月５日(木) １８：００～（受付開始：１７：２０～） 

・会  場：ホテルマークワンン CNT （印西市・千葉ニュータウン中央駅南口） 

・参加者数：８７人（会員３２社：４７人） 

 

第２号報告 次期役員（理事・監事）の再任のお願いの件 
 

現役員の任期については、本年５月の次期定時社員総会までとなっているが、当協

議会の継続的な発展のため、再任をお願いするものです。理事会終了後に再任・退任・

推薦についての文書を送付するので、可能な限り再任をお願いしたい。 

・任 期：２年 

 ・人 数：３０名以内 

 ・監 事：２名以内 

 

第３号報告 退会の件 
    

以下の４社の退会を報告する。 

【正会員】 

① 名 称：東京トラック運送㈱白井支店（第１ブロック） 

② 退会事由：業務縮小のため 

③ 退会時期：２０２６年１月２３日 

    【正会員】 

① 名 称：フクダ電子技術サービス㈱（第１ブロック） 

② 退会事由：親会社に吸収合併されるため 

③ 退会時期：２０２６年３月３１日 

    【正会員】 

① 名 称：ヒロセ㈱白井工場（第２ブロック） 

② 退会事由：工場移転のため 

③ 退会時期：２０２６年１月３１日 
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 【正会員】 

① 名 称：ヒロセ㈱白井工場協力会（第２ブロック） 

② 退会事由：工場移転のため 

③ 退会時期：２０２６年１月３１日 

 

第４号報告 総務担当者研究部会から白井国際交流協会主催の日本語教室の案内の件 
 

  総務担当者研究部会では、２０２５年１１月に当協議会会員企業における外国人雇

用の現状を把握する目的で外国人雇用に関するアンケートを実施した。 

アンケート結果では、外国人を雇用している企業から、協議会や行政に期待する支

援として、①日本語教育生活支援等の共有 ②制度・在留資格に関する情報提供 な

どが挙げられている。 

現在、総務担当者研究部会と白井国際交流協会とで意見交換しながら、日本語教育、

生活支援に向けた取り組みを検討しているところであるが、国際交流協会において日

本語教室を開催しているので、別添のチラシを外国人従業員に周知していただきたい。 

 

第５号報告 防災対策促進部会から防災に関するアンケート結果の件 
 

  防災対策促進部会では、２０２５年１２月に当協議会会員企業に対して防災に関す

るアンケートを実施したので、その結果を報告する。 

  協議会で備蓄する物品については、防災対策促進部会にて検討し、購入することと

している。次回の理事会にて協議会で備蓄している物品を報告する。 

  なお、食料品や飲料水については、会員企業にて備蓄していただきたい。 

 

第６号報告 第１９１回白鵬会への参加依頼の件 
 

   白鵬会（日色会長）から第１９１回白鵬会への参加依頼があったので報告する。 

    ・開催日：４月１６日（木） ７時４０分受付、８時スタート  

    ・場 所：船橋カントリークラブ 

    ・申 込：㈲畠山金属 ＦＡＸ ０４７－４９１－６６６１ 

 

第７号報告 公民センター利用状況の件 
 

   別添のとおり 

 

《主な意見・要望等》 

◎協議会の課題について 

 ・引き続き、課題解決に向けて努力していく。 

◎防災について 

 ・現在、協議会にある備蓄品の情報がほしい。⇒３月の理事会で渡すこととする。 

 ・防災アンケートの結果に、他の企業がどのような備蓄品を用意しているかがわかって

よい。 

 ・防災アプリ（セコム、トヨクモなど）も良いが、ＬＩＮＥでも良いと思う。 

 ・インフラ（上水道）面と防災面を協力して進めていきたい。 

◎ＰＦＡＳについて 

 ・水質調査は実施しているが、土壌調査がどのような状態なのかが気になる。 

 ・汚染源の調査が必要。 

◎各部会の活動について 
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 ・部会として成果を出したい。 

◎日本語教室について 

 ・以前は西白井複合センターに通っていたが、公民センターで開催できると良い。 

 ・４月から新たな外国人が入社するので日本語教室を利用したい。 

 ・現在、日本語教室は総務担当者研究部会で国際交流協会と協議中である。会報に掲載

して周知していく。 

 

８ 当面の会議・行事等の予定 
 

〈会 議〉 

 ２月１９日（木）第５回防災対策促進部会 ９：３０～ 公民センター・会議室 

 ２月２０日（金）栃木県芳賀町工業団地連絡協議会視察 １３：３０～  

公民センター・レクホール 

 ２月２６日（木）第５回工業団地アクセス（バス等）検討部会 １４：００～ 

                           公民センター・会議室 

３月１０日（火）ブロック幹事・副幹事会議 １１：００～ 公民センター・会議室 

   〃    第７回総務担当者研究部会 １４：００～ 公民センター・会議室 

３月１７日（火）３役会議 １０：００～ 公民センター・相談室 

   〃    第７回定例理事会 １１：００～ 公民センター・会議室 

３月未定    各委員会 

４月 ９日（木）野球大会事前打ち合わせ会議 １８：００～ 公民センター・相談室 

４月１４日（火）ブロック会議 １０：００～、１３：３０～ 公民センター・会議室 

４月１７日（木）監査 １０：００～ 公民センター・事務局、会議室 

４月２０日（月）３役会議 １０：００～ 公民センター・相談室 

   〃    第１回定例理事会 １１：００～ 公民センター・会議室 
 

〈講習会〉 

 ４月１０日（金）新入者安全衛生教育 ９：００～ 公民センター 

４月２３日（木）救命救急講習会 １３：３０～ 公民センター・レクホール 
  

〈行事等〉 

２月１２日（木）知財総合支援相談 公民センター  

４月 ９日（木）知財総合支援相談 公民センター  

４月１７日（金）サテライト相談  公民センター   

 

９ 閉 会  
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 上記の決議等を明確にするため、この議事録を作成し、代表理事及び監事がこれに記名

押印する。 

 

 ２０２６年２月１７日 

 

一般社団法人白井工業団地協議会理事会 

 

代表理事 駒村 武夫 

 

監事 栗原 光弘 

 

監事 畠山 泰哲 


